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再生医療進出にむけて
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研究試薬・創薬支援
ビジネス

再生医療
ビジネスへの

進出

国内展開

Step１ Step２ Step３

事
業
規
模

2020年2015年 2030年-

リプロセルグループの成長戦略

これまでに構築したグローバル規模での研究開発・販売体制を基盤に、

再生医療へ本格的に進出してまいります。

今回の
資金調達

これまでの
資金調達
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グローバル展開
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再生医療市場の成長と当社の長期ビジョン

再生医療市場は2050年に53兆円に達すると見込まれています。

2012 2020 2030 2050

リプロセルグループの長期ビジョン

iPS細胞事業の拡大

グローバル展開

再生医療事業の拡大

iPS細胞事業の加速

再生医療市場における

世界No.1企業として

市場を牽引

再生医療の
実用化・普及に

向けた
法整備の進展

0.34兆円 2兆円

17兆円

53兆円
再生医療の

展開期

世界の再生医療市場の成長¹

再生医療の

拡大期
再生医療市場の

成長期

<3>

うち当社関連分野
：42兆円2

出所：
1. 経産省「再生医療の実用化・産業化に関する研究会の最終報告」
2. 平成 24 年度中小企業支援調査 （再生医療の実用化・産業化に係る調査事務等）報告書
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リプロセルグループの再生医療進出ロードマップ

体性幹細胞技術との連携も視野に入れ、

再生医療分野の事業フィジビリティの高い領域から積極的に展開してまいります。

時間軸

事
業
規
模

再生医療向け

培地・試薬製品への
展開

Step3-１

Step3-2
体性幹細胞を

活用した
細胞医薬品への展開

iPS細胞を

活用した
細胞医薬品への展開

Step3-3

展開の方向性再生医療進出のロードマップ（Step3）

当社グループの
最先端培養技術
の応用

当社グループの
最先端培養技術
の応用

共同ベンチャーファンド
「Cell Innovation
Partners,L.P.」の
投資先との技術連携

901億円

1兆
897億円

世界市場規模（予測）

2050年2020年

38兆
4,487億円

3兆
3,749億円

出所：平成 24 年度 中小企業支援調査
（再生医療の実用化・産業化に係る調査事務等）報告書
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P2のStep3
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リプロセルグループの優位性

リプロセルグループの優位性を最大限に生かし、

再生医療におけるリーディングカンパニーを目指します。

最先端の
iPS細胞培養技術

グローバルでの

研究開発ネットワーク

iPS細胞の強固な

技術プラットフォーム

ReproCELL GroupReproCELL Group

東京大学

京都大学

ダーラム
大学

慶應義塾
大学

マサチュー
セッツ工科
大学

ハーバード
大学
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